
















































































































1earnにたいして ｢勉強 (する);研究 (す
る):書斎｣などの意味に使用されるstudy
は､ラテン系のことばとされる｡フランス語



















ケ ン ネ ン
するドイツ語のkennen､英語のknowとい
ったことばが派生することとなった｡know
ク ナ - ワン
は古英語においてはcnawan(k-C)で､同じ
ク ン ナ ン
古英語のcanを意味するcunnanに類似し､

















































































































































































































































































の他に ｢弟子 ;門弟｣､つまり ｢教えをうけ､
学ぶ者｣の意味で使用される言葉である｡



























ヌ ス(354-430)や 哲 学者 ボエ テ ィウ ス









アルテ ス リ ベ ラ リ ス
院であった｡中世においては､ArtisLiberalis












































































































































中田 :『学問』のコンセプ ト- 東西におけるその歴史と問題点 一一- 85
らをはじめとする思想家達は､自らの哲学を












































漢字の ｢学｣は､古くは ｢撃｣､または ｢敏｣
であったO｢撃｣の成立については､｢メ｣の
部分の解釈について諸説を異にするが､いず







｢戟｣は ｢撃｣に ｢支(丈)｣(小木 ;小木､
ムチのようなもので打つ)を加えた形で､や
























































































































































































































































































































































































































































(10) アインシュタイン 『自伝ノー ト』(東京図書,
1979) p.36.
(ll) 田中美知太郎 『学問論』(筑摩書房,1987)
p.432.
